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抄 録 

【目的】 短期間高強度トレーニングが安静時リンパ球数及びリンパ球アポトーシスに及ぼす影響につい

て，若年男性アスリートと運動習慣のない若年男性を対象として比較検討すること． 

【方法】男性トライアスリート（Trained: T 群）7 名と運動習慣のない成人男性（Sedentary: S 群）6 名（年齢

21.3±3.9 歳及び 24.8±3.0 歳）を対象とした．対象者は，3 日間連続で 75% V
．
O2max・1 時間の自転車運

動を行った．測定は 1 日目運動前（D1），3 日目運動前（D3），そして最後の運動から 24 時間後（D4）と

し，リンパ球数，リンパ球アポトーシスを誘導する CD95 の発現を CD3+（T 細胞），CD19+（B 細胞），CD4+

（ヘルパーT 細胞），CD8+（細胞傷害性 T 細胞）別に検討した．さらにリンパ球アポトーシスを検出する

Annexin V の発現をフローサイトメーターによって検討した． 

【結果】 D1 において T 群のリンパ球数は S 群よりも有意に低かった （p < 0.05）． リンパ球数の変動に

おいて，S 群は D1 と比較して D3，D4 で有意な減少を示したが（p < 0.05），T 群は有意な変化を認めな

かった．サブセット別のリンパ球数では，D1 において T 群の CD4+細胞数は S 群よりも有意に低かった（p 

< 0.05）．さらに S 群の CD3+細胞数と CD4+細胞数において，D1 と比較して D3，D4 で有意な減少が認

められた （p < 0.05）．CD95+細胞はいずれのサブセットにおいても有意な変動は見られず，Annexin V

においても有意な変動は認められなかった． 

【結論】 アスリートは対照群に対し安静時リンパ球数が減少していたが，短期間高強度トレーニングによ

るさらなるリンパ球数の減少を認めなかった．運動習慣の有無に関わらず，安静時と運動後のリンパ球

減少にはアポトーシスの関連が低い可能性が示唆された． 
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